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第13回環境研究シンポジウム
2050年の地球と暮らし
－環境技術と地球規模課題－

NIAES トピックス

　環境研究シンポジウムは環境研究機関連絡会が毎年開

催しているもので、13回目となる今年度は、11月10日（火曜

日）に一橋大学（東京都千代田区）で、11の講演と100題に

及ぶポスター展示をおこないました。今回は、2050年に地

球と私たちの暮らしがどうなっているかについて、各研究機

関の第一線の研究者が研究成果を発表しました。農業環境

技術研究所は、連絡会の参加団体として、西森基貴上席研

究員が「2050年の食料生産変動予測に向けて」を講演する

とともに、最近の研究成果8題をポスターで紹介しました。

　環境研究機関連絡会は、環境研究に携わる国立、国立研

究開発法人及び国立大学法人の研究機関が情報交換し、

環境研究の連携を緊密にするため、平成13年に設置され、

現在、13研究機関が参加しています。

（連携推進室長　中野 正久）

報  告

生分解性プラスチックと分解酵素の活用シンポジウム
酵素処理ですぐに分解
畑で分解する農業用マルチフィルム

NIAES トピックス

　畑作に欠かせないマルチフィルムの多くはポリエチレン

製で、使用後の回収に手間と処理費用がかかります。けれど

も、生分解性プラスチック製のマル

チフィルムを使えば、回収と処理の

必要がありません。作物を収穫した

後に畑にすき込むと、土の中の微生

物によって分解されるためです。

　農業環境技術研究所では、11月

13日（金曜日）に表記のシンポジウ

ムを開催し、日本の野菜作りの状況や生分解性マルチの利

点を学ぶとともに、マルチ使用後に分解が遅い場合に、酵素

処理で生分解性マルチの分解を促進する技術の開発をめ

ざして、研究の進ちょく状況を報告しました。会場からは、酵

素を安価で大量生産できて、容易に使えるように早くなって

ほしいといった要望がありました。

（生物生態機能研究領域　北本 宏子）

報  告

農業環境技術公開セミナー in 秋田
環境と食の安全を守る農業環境研究

NIAES トピックス

　農業環境技術研究所では、研究成果を社会に発信し、そ

の普及にかかわる地方自治体との連携を深めるため、公開

セミナーを毎年開催しています。今年度は、秋田県農業試験

場の共催、農研機構東北農業研究センターの後援により、

秋田県農業試験場講堂で開催し、70名余りの方に参加いた

だきました。セミナーでは、環境保全型農法の評価手法や農

産物に対するカドミウムのリスク低減技術などについて、5

名の研究者が紹介しました。会場からは、放射性セシウムや

ヒ素など、カドミウム以外の有害化学物質のリスク低減に関

する研究開発状況など多くの質問が出されるとともに、開発

した技術を広く普及するための課題や方策などが議論され

ました。

（連携推進室長　中野 正久）

報  告

酵素散布1日後の
生分解性マルチ

農業環境技術研究所公開セミナー
農地にすむ生物の能力を利用したやさしい農業生産に向けて
生物が作る化学物質や酵素の働きと利用

NIAES トピックス

　農業生産には、作物を病気や害虫から守る農薬や、肥料、

プラスチック等の資材の利用が欠かせず、環境に負荷がか

かります。今後、美しい日本の風景を守り、農業を持続させる

ためには、環境負荷をおさえながら農業生産性を高める手

立てを考えていく必要があります。農業環境技術研究所では、

11月26日（金曜日）に表記のセミナーを開催し、病害虫や雑

草が発生しにくい栽培環境づくりや、農業資材の適切な利

用に、農地にすむ生きもの達の持つ能力を役立てる研究の

成果をご紹介しました。会

場からは「基礎研究から現

場の技術への応用がなされ

ており、とても参考になっ

た」「実用化が楽しみ」とい

った感想がありました。

（生物生態機能研究領域　北本 宏子）

報  告

第29回気象環境研究会
植物の環境応答について
分子生物学との連携をさぐる

NIAES トピックス
報  告

第15回有機化学物質研究会
農業環境をめぐる有機化学物質研究の昨日・今日・明日
－化学物質と環境との調和を目指して－

NIAES トピックス

　農環研は、この30年余、農薬等の有機化学物質による作

物汚染や生態系影響のリスクを評価し、低減、回避するため

の技術開発に取り組んできました。2015年11月5日の研究

会では、これまでの研究の足あとを振り返りながら、行政・関

連団体・地方公設試から現状における問題点と今後の課題

を提示していただきました。さらに、現在研究所が取り組ん

でいる研究とその展望についても紹介し、「食の安全」と「生

態系保全」に貢献する研究の推進について議論を深めま

した。

　研究会には、国立研究開発法人などの研究機関、地方公

設試験研究機関、大学、民間、関連団体、行政など多方面か

ら135名の方々に参加いただき、「様々な課題や研究の取組

みが紹介され、勉強になった」「過去～現在～展望という形

で農環研の研究の方向性を知ることができた」などの感想

や、「基礎研究のさらなる深化を望む」「現場に役立つ技術

への発展に期待する」などの励ましをいただきました。

（有機化学物質研究領域長　大谷　卓）

　11月20日に、つくば国際会議場で、第29回気象環境研究

会「気候変動に対する植物の応答とその分子生物学的な理

解に向けて」を開催し、大学や研究機関などから約100名に

参加いただきました。研究会では、東京大学の寺島一郎先

生による、地球環境変化と植物の生理生態に関する基調講

演に引き続き、当研究所の2名がイネの群落微気象の多様

性と野外での気孔の環境応答について話題提供をしました。

さらに4名の専門家から、気孔開閉の環境応答の分子機構、

イネの冷害発生メカニズム、作物生育モデルによる遺伝子-

環境相互作用の理解、野外での植物の遺伝子発現について、

最新の研究成果を講演いただきました。総合討論では、植

物の環境応答を野外で生態学・農業気象学的に調べる研究

と、おもに実験室でおこなう分子生物学的な研究との間の

今後の連携について、有意義な意見交換ができました。

（大気環境研究領域　桑形 恒男、宮田　明）

報  告

オスを惑わす「にせもの」の
フェロモンで害虫の繁殖を防ぐ




